高流動コンクリートのワーカビリティーの影響要因と管理方法に関する研究 by 高橋, 秀樹
氏名 高
博
橋
~fi37 47号
秀樹
土(工
平成12年3月2B日
学)
学{立規自1)第4条第1項該:"'.i者
学{なの祷類
学位記番号
学位授与年月日
学伶授うの要件
学位論文名
論文審査委員
高流動コンクリー卜のワーカビリティーの影響要因と管理方法に関する研究
主 査
副主命
教
教
授
授
論
山田
角野
文 内
優
界八
f唱
令 の
副主査
要 ヒユ回
教 授 園田恵一郎
高流動コンクリートは自己充てん性があり， それを用いることにより， 大I~~で複雑な形状のコンクリー
ト構造物を短期間で施Tすることが可能となった。しかし，そのワーカビリティーは， コンクリートの自己
合，製造時ならびに打設時における温度等の条件が変動することによって敏感に変化する。
開が不十分であると，設計どおりの充てんが達成されないことがあるの
そのため， -E昌
そこで.木研究では，配合から打設までの各段階においてワーカビリティーに影響を及ぼす要凶，
カビリティーを評価.確認して管理する/
まず，第 11誌では，本研究の目的と位置づけおよび本論文の概要を述べた。
ワー
第2章では，使用材料と配合割合によって高流動コンクリートのワーカビリティーが広い範囲で変化し，
それらを適正に設定することにより所要のワーカピリティーを得ることが可能であるが，それらを十分に
管理することが必要であること，またワーカピリティーの評価のためにモルタルのレオロジー試験が有効
なことを示したの
第3主主では，コンクリートの製造時に変動しやすい細骨材の粒度と含水量および、温度がワーカビリティー
に及ぼす影響について検討し.その影響は大きいが，物f理的性質が異なる 2種類の細骨材の使用割合と品ー
性能AEi成Jf<1ilJの使用量を変えることによって調製可能なことを示した。
第4章では，コンク 1)_卜の混合後における損度と徒過時間がワーカビリティーに影響するため. 気温
と施1て時間に応じて試験練りを行って，粉体と高性能A目減水剤の使用量により，適時調製する必要がある
ことを示した。
第5章では，施工時の高流動コンクリートの流動性は流動勾配で評価することができ， 施工直前のワー
カピリティーはL形充てん試験装置により確認できること， また材料分離抵抗性をモルタルのレオロジー試
験で管理できることを示した。
第6章では，以上の知見を基礎として設定した管理}i法によって，実物規模で高流動コンクリートの施
工実験を行い，一般的な~J設方法で十分な充てんが可能なことを示した。また，充てんと芋の検街方法とし
て，打音法とRI(i線)法の併用が適していることを示した。
第7堂では，第2章から第6掌で得られた結論をまとめた。
論 文審査の結果の要 を己目
従来のコンクリートは低流動性で，型枠への.充填には振動締岡めを必要とする。充I真を容易にするため
-176-
に配合水量を増やすと，硬化後の品質は低下する口高性能AE減水剤と呼ばれる混和剤の開発と粉体あるい
は憎粘剤の使用により出現した高流動コンクリートは.少ない配合水量でありながら，自重のみで型枠に
充填でき，締同めが不要であるo これにより，コンクリートの打設は格段に容易となり，大型で按雑な形
状のコンクリート構造物の急速・省力施工が可能となった。しかし高流動コンクリートのこの優れた施
_l.性は，使用する各種原材料の品質，配合，製造・打設時の気象条件など，多数の要閃により影斡を受け
る。それらの要因の影響を定量的に詳自liし，施工性を配合段階で的確に予測する技術は.現時点では確立
していなL、。そこで，木論文では，配合から打設までの各段階で施T'性に影響する要闘を分析し，その影
響度の評価から所定の施工性を確保するみ法，さらに打設直前における施工性の確認と打設後における充
填状況の検賓方法を検討している。
まず，種々の配合で作製したコンクリー卜について，その施工性を評価する各種の試験を行って，試験
仰と配合の関係を分析し，良好な施工性をもっ高流動コンクリートを配合する方法金示すとともに，施T
性の評価試験方法として，少量の試料でも行えるモルタルのレオロジー試験が台効なことを見いだしてい
る。次に，骨材の粒度度-と含/水k電および
し，それらに対応して混和材料を用いてコンク 1)ートの施工性を調整する有効な方法を提案している。ま
た，コンクリートの打設時とそのE前に施工性をE定認する方法を検討し， fJ設時のコンクリートの流動性
は流動勾配を観測して評価することができ，直前の確認にはL型充填試験とコンクリートから採取したモル
タルの試験が有効なことを見いだしているo最後に，施_L実験により，高流動コンクリートの打設方法と
充填苓との関係，充填ネ.の検査方法について検討し，現場で適用可能な打設方法と検査方法を提案してい
る。
以 kのとおり，木論文でまとめられた研究成果は，高流動コンクリートの製造と施工管理の方法を改善
するために有用であり，コンク 1)ート工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文の若者は博
士(_L学)の学位を授与される資絡があるものと認める。
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